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古都保存法に基づく買入地の管理に係る支援古都保存法に基づく買入地の管理に係る支援古都保存法に基づく買入地の管理に係る支援古都保存法に基づく買入地の管理に係る支援

１．歴史的風土特別保存地区内の土地買入にかかる状況

 原則として古都保存法の許可のみが得られないことにより、土地利用に著しい

支障をきたした土地について、所有者からの買入申出に基づき、県は買入を行う。

 土地の買入に要する費用については、法令により7/10または1/2の国庫補助。

２．買い入れた土地（古都買入地）の維持管理をめぐる状況

 古都買入地は、県が行政財産として維持管理を実施している。

 施設整備費については国庫補助があるが、景観維持に必要な除草や、危険木の

伐採などの維持管理に要する費用については補助対象外。

 明日香村内の古都買入地については「利活用ガイドライン」を定め、運用している。

 本県においては、令和６年度末で計476haの

土地を買入済み。特に明日香村においては村

の面積の約３％を買い入れ。

 近年、社会通念上特別保存地区の指定の

趣旨にそぐわない土地利用申請が不許可とさ

れたことによる買入れ申し出も見受けられる。

 社会経済情勢が反映され、相続で困った土地

や耕作放棄地の受け皿となりつつある。

【課題】

 飛び地的に存在する箇所が多く集約化が困難であり、一体的管理・利活用に課題。

（農地の集約化等が困難）

 買入地に隣接することにより土地利用や経済活動等、住民生活にも支障となるケ

ースが発生。

 道路等への支障や近隣家屋・人身への被害が頻発。

【課題】

国にお願いすること国にお願いすること国にお願いすること国にお願いすること

提案

提案

【関係市町村】 奈良市、天理市、橿原市、桜井市、斑鳩町、明日香村

【県担当部局】 環境森林部景観・自然環境課

県では、古都保存法に基づき、景観維持に必要な土地の買入やその維持管理を行

っていますが、法施行から５０年以上が経過し、法制定時から社会経済情勢も変遷し

てきている現状や昨今の物価、人件費の高騰などを踏まえ、下記についての支援を

お願いします。

(３) 歴史的風土を保存するための土地の買入に要する費用、及び買入地の適正

な保存と利活用を図る緑地や園地など必要な施設の整備に要する費用につい

て、国の負担割合の引き上げをお願いしたい。

(２) 買入地の増加に伴い管理地は増える一方で、維持管理に要する費用も益々

増加していくことから、買入地の維持管理に要する費用について、財政上の

支援措置をお願いしたい。

(１)古都買入地において一体的な管理・利活用が困難な状況や住民生活に支障

を来たすケースも発生しており、特に明日香第二種歴史的風土保存地区にお

ける土地利用規制や管理手法等のあり方の再検討をお願いしたい。

■古都保存法の適用状況

●歴史的風土特別保存地区 県内 計 4,896.1ha

●行為の規制 古都保存の見地から、土地利用に厳しい規制が課せられる。

※ 古都保存法の目的 （法成立：昭和４１年）

古都における歴史的風土は、わが国固有の文化的資産であり、国民が等しく

その恵沢を享受し、後代の国民に継承されるべきもの。

歴史的風土を保存するために国等において講ずべき特別の措置を定め、

もって国土愛の高揚に資するとともに、ひろく文化の向上発展に寄与する。

提案 ： 明日香第二種歴史的風土保存地区： 古都保存法に基づく買入地（県有地）： 既存工場明日香村内の古都買入地の例


